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我々は、回折格子とピクセル検出器の構成で、タルボ干渉効果を利用する新たな原理のX線撮像系Multi Imaging
X-ray Interferometer Module (MIXIM)を開発している。MIXIMでは位置分解能が高く、光子ごとのエネルギー
測定も可能なＸ線検出器を用いることが必須である。我々は、可視光用にデザインされた微小ピクセルCMOS検
出器に着目し、Ｘ線検出に流用することにした。その中でもグローバルシャッター搭載としては最小である 2.5µm
のピクセルサイズを持つGpixel社GMAX0505が、常温動作で 176 eV@5.9 keVというエネルギー分解能をもつ
ことを見出し (Asakura et al., JATIS, 2019)、これをMIXIMの検出器として利用している。これにより、天文用
Ｘ線撮像系として世界最高の 0.1秒角をきる 2次元撮像にも成功している (朝倉他、2020年春季年会）。
ただし、これまでの地上実験で用いたGpixel社提供の評価ボードは、動作制約が大きく、将来の衛星搭載にも

直結しない。そこで、ロケット実験などを想定したシマフジ電機製 ZDAQ ボードを用いたカメラ読み出しシステ
ム (Ishikawa et al. 2018) に基づき、GMAX0505 専用駆動システムの開発を開始した (佐久間他、2020 年春季
年会)。本講演では、まず、ZDAQ ボードとGMAX 専用ヘッドを合わせた駆動システム動作試験の状況を報告す
る。最終的に、ダークレベル推定、差し引き、X線イベント検出、バックグランド除去といったデータ処理まで組
み込むことを目標としている。X線 CCDのデータ処理を基本にアルゴリズムを構築し、データ処理をしたとこ
ろ、ダークレベルの変動に関し、CCDでは見られない挙動を示すピクセルがあることがわかった。その特徴を考
慮し、最適なダークレベル推定、差し引きのアルゴリズムを再検討している。この検討結果もあわせて報告する。


